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フレイルの改善を目指した取組

磐田市健康福祉部高齢者支援課

令和６年３月13日

市の課題
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心身に支障が出始めた（フレイル状態の）高齢者が、相談や支援につながらないまま要介護状態に
なっている。相談につながっても、元々の自分らしい暮らしが再びできるまでには至っていない。

フレイル（虚弱）

悪化

要介護

資料4



目指す姿と取組
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高齢者がフレイル状態から改善して、自立した自分らしい暮らしが維持できることを目指す。
…本当にケアが必要な人に、十分なサービスを提供することにつながる。

改善

維持

元気

フレイル

要介護

１ 市民への啓発

２ 機能回復・予防の体制構築

３ 本人の望みを実現するケアマネジメント

４ 一人一人のニーズに応じる生活支援体制の整備

令和５年度 モデル事業の取組
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フレイル状態の高齢者が、リハビリ専門職の支援を受けられる体制をモデル的に実施した。



モデル事業の効果
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本人のやる気を引き出す
・最初は「もう歳だから」とあきらめていた人が「将棋をやりた
い、自分で買い物へ行きたい、グランドゴルフへ行きたい」と意
欲的に変わった。

本人の課題を見極める
・歩きづらさを感じていた人の装具の見直しを行い、スムーズな
歩行ができるようになった。
・運動機能の低下以外にも栄養・口腔面の機能低下に気づき、適
切なサービスを選択できた。

もともとの生活習慣に戻る
・腰痛が原因で「いきいき百歳体操」へ通うことを中断していた
人が再開した。
・歩きづらいことで歩調が合わず、日課である妻との散歩をあき
らめていた人が、ポールを使いながら散歩を再開した。

本人がやりたいことを新たに始める
・交流センターの将棋クラブへ通いはじめる。
・「サロン」「いきいき百歳体操」へ通いはじめる。

地域が本人に寄り添う
・シニアクラブ旅行の企画者がバスの休憩回数を増やすことで、
参加しやすい環境を整えてくれた。

令和６年度 介護予防の体制
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新規事業「地域リハビリテーション活動支援事業」と既存事業「短期集中予防サービスC」の見直
しにより、フレイルの人が元気になり、自立した自分らしい暮らしが維持できる取組を進める。



令和６年度 市民への周知
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フレイル状態の高齢者を早期に相談につなげるため、フレイルは改善できることや相談先の周知を
行っていく。

相談先の周知

「もしも」のリスクが高くなる７５歳以上の
高齢者のみの世帯に相談先等の案内を郵送する
ことで、困りごとなど不安を抱えている方たち
が、早期に相談機関つながるための周知を行う。


